
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 8 日～９日に山形市で開催された全

国農業担い手サミットの全体会のパネルト

ークのようす。本町の長岡正芳さんが就農

してからのことを紹介。 

（詳細は、本編に記載）                 
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

 
飯
豊
町
農
業
委
員
会 

 
 
 

会
長 

井
上
禎
夫 

  

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
７
・
８
月
の
渇
水
、
収
穫
期
の
日
照
不
足
等
、

異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
を
受
け

ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
は
大
き
く
変
動
し
ま
し
た
。

T

P

P

11
は
、
12
月
30
日
に
発
効
し
、
11
か
国
人
口

約
5
億
人
、
G

D

P
約
１
１
３
０
兆
円
の
巨
大
経
済
圏

が
誕
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
農
水
省
は
、
主
食
用
米
の
需

要
減
ベ
ー
ス
が
、
8
万
ト
ン
か
ら
10
万
ト
ン
に
拡
大
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
た
、
今
年
の
適
正
生
産
量
を
、
9
万

～
17
万
ト
ン
減
の
718
万
～
726
万
ト
ン
に
す
る
と
決
め
た

と
あ
り
、
さ
ら
に
米
国
は
、
T

P

P 

の
合
意
水
準
（
7

万
ト
ン
）
に
不
満
を
示
し
、
15
万
ト
ン
程
度
の
対
日
輸

出
枠
の
拡
大
を
に
じ
ま
せ
た
と
あ
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
新
た
に
T

P

P
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
、

新
規
加
盟
国
に
必
要
な
ル
ー
ル
を
正
式
決
定
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
る
国
内
農
業
へ
の
影
響
が
よ
り
大
き
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
と
欧
州
連
合
（
E

U
）
の
経
済
連
携
協
定

（
E

P

A
）
が
承
認
さ
れ
、
2
月
1
日
の
発
効
と
な
り
、

世
界
最
大
級
の
自
由
貿
易
圏
が
誕
生
し
ま
す
。 

こ
の
様
な
中
で
、
国
連
が
昨
年
11
月
20
日
、『
小
農
（
小

規
模
農
家
）
と
農
村
で
働
く
人
々
の
権
利
に
関
す
る
国
連

宣
言
』
を
採
択
し
ま
し
た
が
、
日
本
は
こ
の
採
択
に
棄
権

し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、『
小
農
学
会
』
の
共
同
代
表
の
萬
田
正

治
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
は
、
家
族
農
業
が
主
体
の
日
本

農
業
こ
そ
、
そ
の
重
要
性
を
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
で
、

『
農
水
省
は
、
地
域
を
支
え
る
家
族
経
営
の
農
家
を
再
評

価
し
、
国
連
の
宣
言
を
真
摯
に
見
つ
め
る
必
要
が
あ
る
』

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
農
水
省
は
、
農

地
中
間
管
理
機
構
の
見
直
し
で
、
現
場
を
重
視
す
る
議
論

と
し
て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
活
性
化
や
地
域
の
話
し
合

い
を
重
視
す
る
政
策
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
美
し
い
村
連
合
に
加
盟
す
る
飯
豊
町
も
、
こ
の
美
し
い

風
景
を
維
持
す
る
に
は
、
農
地
を
集
約
し
て
企
業
化
す
る

大
規
模
農
家
と
、
家
族
経
営
や
定
年
退
職
後
、
農
業
を
行

う
等
の
小
規
模
農
家
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
健
康
で
元

気
な
老
後
を
楽
し
む
た
め
に
も
、
土
と
触
れ
合
う
生
活
を

大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
わ
わ
に
実

っ
た
農
作
物
に
覆
わ
れ
た
飯
豊
町
、
健
康
で
元
気
、
長
寿

の
飯
豊
町
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

結
び
に
、
今
後
と
も
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
て
皆
様

方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 
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平成 30 年度山形県農業委員会大会           東北・北海道ブロック女性農業委員・推進委員研修会 

（南陽市シェルターなんようホール）                   （福島県福島市） 



       

 
 １１

月
２１
日
、
長
井
市
は
ぎ
苑
に
て
西
置
賜
農
業
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
平
成
３０
年
度
西
置
賜
農
業
賞
を
、

飯
豊
町
添
川
の
浅
野
克
幸
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
。 

 

浅
野
さ
ん
は
、
父
、
章
さ
ん
の
後
を
継
ぎ
、
平
成
１３
年

に
就
農
、
水
稲
の
規
模
拡
大
を
図
り
な
が
ら
稲
作
と
酪
農

の
複
合
経
営
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
の
表
彰
は
、
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
の
実
践
や
、
も
ち
の
加
工
販
売
な
ど
６
次

産
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
若
手
農
業
者
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
新
規
就
農
者
の
育
成
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
、

食
農
教
育
活
動
な
ど
、
多
方
面
に
渡
り
活
躍
さ
れ
、
西
置

賜
の
農
業
振
興
と
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

表
彰
さ
れ
た
も
の
。
浅
野
家
は
、
水
稲
が
15
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
W

C

S

10
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
酪
農
15
頭
と
稲
わ
ら
の

販
売
、
も
ち
加
工
販
売
の
経
営
を
行
い
、
更
な
る
経
営
発

展
を
目
指
し
て
家
族
７
人
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

第
２１
回
い
い
で
秋
の
収
穫
祭
「
あ
～
す
」
開
催 

今
年
も
開
催
！
農
地
相
談
と
年
金
相
談 

農
政
部
会 

朝
倉 

隆
一
郎 

 

11
月
に
な
れ
ば
稲
の
刈
取
り
も
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
、

コ
ン
バ
イ
ン
の
音
で
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
田
ん
ぼ
に
も
ま

た
静
け
さ
が
戻
る
。 

 

農
家
の
人
に
と
っ
て
は
、
稲
刈
り
や
わ
ら
始
末
が
終
わ

れ
ば
、
春
か
ら
続
い
た
き
つ
い
農
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
、

ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
時
期
で
あ
る
。 

 

そ
ん
な
中
、
第
２１
回
い
い
で
秋
の
収
穫
祭
が
11
月
3

日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～
す
」
の
屋
外
特
設
会
場

で
行
わ
れ
た
。
南
房
総
市
の
海
産
物
や
町
の
特
産
品
の
販

売
、
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
や
大
抽
選
会
な
ど
が
あ
り
、
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
た
。
農
業
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員

２０
名
で
協
力
し

な
が
ら
農
業
者

年
金
や
農
地
の

相
談
に
当
る
と

共
に
、
な
め
こ

汁
と
お
に
ぎ
り

を
相
談
に
来
た

人
や
来
場
者
に
振
る
舞
っ
た
。 

 

材
料
の
な
め
こ
や
米
は
会
員
が
持
ち
寄
っ
た
も
の
で
、

腹
の
底
か
ら
あ
っ
た
ま
る
「
な
め
こ
汁
」
と
、
山
形
の
米
、

雪
若
丸
を
使
っ
た
あ
っ
た
か
い
「
お
に
ぎ
り
」
は
好
評
で
、

準
備
し
た
分
は

き
れ
い
に
な
く

な
り
、
大
成
功

に
終
わ
っ
た
。 

 

今
年
の
収
穫

祭
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
各
団
体

で
趣
向
を
凝
ら

し
て
祭
り
を
盛

り
上
げ
る
中
で
、

私
た
ち
農
業
委

員
会
も
参
加
で

き
ま
し
た
。 

 

平
成
最
後
の

収
穫
祭
で
、
今

年
一
年
の
収
穫

に
感
謝
し
、
そ

し
て
参
加
者
と

一
緒
に
喜
び
を

感
じ
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。 

添川東山の浅野克幸さん 

平成３０年度「西置賜農業賞」受賞 
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前列中央が浅野克幸さん、左が妻の彩さん 

 

収穫祭あいさつ 後藤町長 

  

ふるまいの雪若丸おにぎりを握る委員            農地相談会場テント 

 



 
 

 
農業委員  横澤 謙次 

11 月 8 日～9 日の 2 日間に渡り、「咲かせよう農の花！実ら

せよう豊かな日本！～樹氷のように輝きたくましい未来へ～」

をテーマに「第２１回全国農業担い手サミット in やまがた」が

皇太子殿下を お迎えし、山形市の山形国際交流プラザをメイン

会場に開催された。全国から 2,100 人が参加され、全体会式典

では、皇太子殿下より、「このサミットを通じて熱意と意欲を持

って農業に取り組み、地域に活力を生み出している皆さんの輪

が全国に広がり農業が未来に向かって力強く発展していくこと

を願う。」とのお言葉をいただき、その後の全体会では、「次代

を担う農業者の確保、育成に努め、豊かさと、にぎわいのある

地域社会の構築に貢献する。」としたサミット宣言が採択され

た。山形県は、今回２回目の開催になる。 

 その後、「未来に向かって発展する夢ある農業」について、庄

内・最上・村山・置賜の農業者 4 人と、コーディネーターの山

形大学部農学部の

小沢教授のもとで、

話し合われた。   

置賜からは、本町萩生の「長岡正芳さん」が代表に選ばれ

出席。畜産で新規に就農し、家畜商を営む父から牛の見方、

県内有数の肥育農家から技術を学び、ゼロから始めて 15 年目

を迎える。置賜地方で認定したものだけが認められる「米沢牛」

の肥育技術はトップクラスで、食肉関係者から評価が高い。「こ

こでしか作れないものを作ることで、地域に恩返ししていきた

い」と力強く話す。 

 

 

山形市で開催された、全国農業担い手サミット全体会が終わると、県内８ブロック（庄内・最上・村山・

置賜）に分かれ交流会へ移動。置賜は、東置賜と西置賜に分かれ、西置賜交流会は長井市ＴＡＳパーク

ホテルを会場に開催。交流会には、本町より後藤町長をはじめ、後藤町議会議長、井上農業委員会会長、

渡部認定農業者協議会会長他 20 名の担い手の方々も出席し、総勢 262 名の参加者で開催。会場では、西

置賜の 4 つの酒蔵と川西町の酒蔵による「おきたま五蔵会」の日本酒の提供や長井市、白山・皇太神社の

獅子舞が披露され、全国の農業者と西置賜の農業者が交流を深めた。  

 

 

 

 

 

 

 

全国サミットであいさつする吉村知事 

 

県内から選ばれた農業者による意見交換 

 

地域農業について語る長岡正芳さん（右から２番目） 

     

長井市白山・皇太神社の獅子舞        TAS パークホテル西置賜交流会の会場      五蔵会による日本酒の振る舞い 
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11/9 全国の農業担い手４０名の方が、いいで旅館に宿泊し、飯豊町の現地研修に参加。遠くは九州の

熊本や四国の香川県からも。飯豊町の田園散居集落や雪国の暮らしなどを紹介しながら町内３カ所で研修

を楽しんでもらった。 

 最初に訪問したのは、町内４戸

の農家で共同の精米施設を利用し、

独自の販路を開拓して出荷してい

る「飯豊米ネットワーク」。 

椿、長瀞橋近くにある乾燥調製

施設で取り組みを紹介。 

 

 

中津川農家民宿は、平成１６年に山村留学の受入をきっかけに、平成１９年に山村留学「里親の会

が中心となって。「中津川農家民宿組合を設立。年間 1,000 名の宿泊客を受入。研修では民宿内を見学、

中津川の漬物や田舎のお菓子などごちそうになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昼食は高峰そば工房の皆さんの協力により、そば打ちを体験し、自分で打ったそばも舌鼓。山形名

物の芋煮とセットで提供いただき、参加者は満足のようすだった。 

 

 

 

 

 

 

次代を生き残る為の農業、その生みの苦しみ、参加者のみなさんも四苦八苦奮闘されているようでした。

地域は違っても根本にある思いは、全国共通していると改めて感じました。  

この度の大会では実行委員として協力をいただいた飯豊町認定農業者協議会の渡部会長から、サミット

開催に当たって感想を頂戴しましたので、ご紹介いたします。 

 

 

    

飯豊米ネットワークのみなさん           現地研修の参加者 

     

農家民主いからし新家さん          農家民宿ごえもんさん             現地研修の参加者 

     

高峰そば工房のみなさん             そば打ち体験の参加者            芋煮とそばの昼食会場 

 時節柄、農作業も一段落ということもあり、全国各地より多くの農業関係者が来県され本町にも４０人の方が視察に訪れました。準

備にあたられた関係者の方、視察を受け入れていただいた皆様に感謝します。 

交流会においてはお国なまりが飛び交う会場は熱気があり、おもてなしの心が伝わる暖かなものとなり、私も水を得た魚のように全

国各地の方々との会話が弾み充実した楽しいひと時を過ごさせていただきました。一つだけお願いできるなら、担い手サミットだけに

将来を担ってくれるだろう県内の農業高校生達の参加、活躍の場がもっとあればと感じました。農業を営む方の中にも成功を収め活躍

されている方も大勢います。しかしその何倍もの農業者の方は苦労の連続で農業を離れた方も多くいるはずです。そういった方々にも

思いを馳せながらサミットに参加出来る喜びを痛感しています。         飯豊町認定農業者協議会 会長 渡部清吉 
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萩生 井上 佳之 さん ・ 美和さん ご夫妻 

 今回紹介するのは、井上佳之さん美和さんご夫婦です。 

お二人は、東京都出身で同じ環境関連のコンサルティ

ング会社に勤めており、生き物や植物の調査等の仕事を

してきました。農業を始めるきっかけと飯豊町を選んだ

のは、友人が飯豊町で農業研修を受けていた事と、美和

さんのご両親が置賜出身だったことでした。二人とも自

然や植物が好きだったことで、東京で開催された新・農

業人フェアの飯豊町ブースで相談後、すぐに飯豊町に引

っ越し、一年間の研修を経て平成１５年に独立しました。

就農当初作っていたパンジー・ビオラは栽培農家が多く

単価も安いので、現在はハーブや寄せ植え用カラーリー

フを中心に自分が好きなもの、そして独自性があるもの

を栽培しようと努力しています。その事で、市場との取

引が継続できているとのことでした。 

 花苗作りは失敗することが多く、試行錯誤して頑張っ

てきたが、都会と比べ時間に追われることもなく、ゆっ

たりと考え自己責任でやってこれたのと、同じＩターン

の仲間がいて困ったことなどを相談できたことが良か

った。そして、今までの農作業を振り返ると、楽しいこともたくさんあったとのことでした。 

 今後の抱負は、現在の経営をすぐに拡大するつもりはないが、これまでに培ってきたものを発展させた

物作りができればいいし、ここ数年で花づくりを辞めた仲間も多いが、自分は今までの経験を生かせる花

作りを続け、市場の動向を見ながら新しい花苗作りにチャレンジしていきたいと語っておられました。 

 これからは、仕事以外では、二人とも

共通の趣味である自然を相手に、置賜管

内の自然散策をしたり、人々の暮らしや

文化に触れてみたいとのことでした。 

 お話をお聞きしながら、自分が自然空

間にいるようなとてもゆったりとした気

分になっていて、飯豊町の自然豊かなと

ころに来てくれて本当に良かったと感じ

ました。  

      取材 高橋 幸子 

 

 

がんばっています！ 青年農業者 
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「自然環境の豊かな地で花を続けたい！！」 

〇〇〇〇〇〇〇〇」 
 

○魚豊味 

○さかい食堂 

← 至役場 

萩生郵便局 〒 

○山形大学 xEV 飯豊研究センター 

セブンイレブン 

○ウマイヤ商店 

至 長井 → 

第一小学校 

井上佳之さん・美和さんの農場 

★ 
○後藤農場 

萩生駅 

コメリ 

栽培中のロベリア バリダ 

至 長井 → 

農家レストランエルベ 

○セルカ ○ホテルスロービレッジ 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1546919739/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGx1c3RpbWFnZS5jb20vP2lkPTk4Mg--/RS=^ADB_szEr3eOneykdt6bNFZrZsHTfPg-;_ylt=A2RimE27zTJcgy8AywsdOfx7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1546916109/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuYnJhbmQteXVyYWkubmV0L2RldGFpbC8lRTMlODIlQjMlRTMlODMlQTElRTMlODMlQUEuaHRtbA--/RS=^ADBosjcgd5H.Wo3mL.b.kb_0rJL6Uc-;_ylt=A2RinFuMvzJcm1gA1gUdOfx7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1546920423/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9waXh0YS5qcC90YWdzLyVFMyU4MiVBQyVFMyU4MyVBOSVFMyU4MiVCOSVFNiVCOCVBOSVFNSVBRSVBNCUyMCVFNiVBOCVBMSVFNSU5RSU4QiUyMCVFOCVCRSVCMiVFNiVBNSVBRA--/RS=^ADBy3MW0VGx5cFAbMPR63HWEhD3beQ-;_ylt=A2RCMZBn0DJcjWcAuxQdOfx7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1546919857/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9waXh0YS5qcC90YWdzLyVFMyU4MiVBQyVFMyU4MyVBOSVFMyU4MiVCOSVFNiVCOCVBOSVFNSVBRSVBNCUyMCVFNSVCQiVCQSVFNyVBRiU4OT9zZWFyY2hfdHlwZT0y/RS=^ADBeNQD3qOV6biAilXqX_T4LQo6MDQ-;_ylt=A2RCKwgxzjJcbFUAlCodOfx7


  

添川  農地利用最適化推進委員 遠藤 智行 次の世代へ繋ぐ農地の活用に頑張ります！

農地利用最適化推進委員を 1年させていただきましたが、農地の利用権の移動や更新と

いった事が思っている以上に多かった。今後ますます増えることが考えられる中で、担い

手へ農地利用の集積集約化を念頭に置き、リタイヤするので農地を貸したいとか、新規就

農するので農地を借りたいなどの声を聞き、遊休農地の発生防止・解消を考えながら、農

地の交換や分散した農地をまとめられれば、次の世代へ農業・農地を繋いでいけると思う

ので、それを目標にして今後活動していきたいと考えています。 

添川  農地利用最適化推進委員 髙橋 泰美 感謝の言葉が推進委員活動の励みになります

農地利用最適化推進委員になって 1年以上過ぎました。対象農地は、必ず良い条件の農

地とは限りませんが、地域の皆様の協力によってマッチングを行うことができました。貸

し手、受け手の方々の感謝の言葉が推進委員として励みになりました。今後も農業委員や

農業委員会事務局と連携を密にして、役割分担の下で所有者の意向に即して借り手を見つ

けたり、遊休農地発生防止に努めたいと思います。 

小白川 意欲のある農業者への農地集積を図り次世代に繋げたい 

      農地利用最適化推進委員 五十嵐 敏博 

全国農業担い手サミットが山形県で開催され、西置賜交流会に参加をさせてもらいました

が、11年前に栃木県で開催されたサミットの視察研修のバスの中で、隣の席に座った香川

県の人と仲良くなり、その後、毎年年賀状等のやりとりをしていました。今回のサミットに

その方も参加していて、私の家にも訪問したいと言うことで、我が家で一晩情報交換させて

いただきました。香川の方も現在丸亀市の農業委員をやっていて、農地の出し手が多く、自

分も受け手としてもう限界だと言うことでした。小白川地区は、後継者がいる農家が規模拡

大中ですので、農業委員と協力しながら意欲ある農業者に農地の集積を図り、次世代に繋げられたら幸せ

と思います。 

 問合せ先 ： 飯豊町農業委員会 TEL 87-0524 地区毎の農業委員と農地利用最適化推進委員のみなさん

地区 中 萩生 黒沢 椿 添川・松原 小白川 手ノ子・高峰 中津川 

農業委員 須藤 利美 朝倉隆一郎 

木村 朝子 

横澤 謙次 鈴木 寛幸 髙橋 幸子 舩山 彰夫 井上 禎夫 

伊藤 悟 

安部 数幸 

農地利用最適化推進委員  長岡 賢市 後藤 仁 手塚 房夫 後藤 勝之 髙橋 泰美 

遠藤 智行 

五十嵐敏博 齊藤 稔 

鈴木 智 

伊藤 重徳 

適正な農薬の使用をお願いします。 
 平成３０年度の水稲の収穫は、農業用水の渇水問題や、収穫前の日照不足等により大幅な収量減の地域

が多く発生しました。そのような中で、刈り取り前の圃場の道路わきに除草剤散布をし、それが拡散した

ことで、更なる被害が発生した圃場が出

ております。除草剤散布の際は、農薬ラ

ベルに記載の適正な農薬使用量の確認、

周囲の方々への周知、農薬飛散対策（周

囲への飛散防止・風がない時の散布）を

行い、安全に散布するようお願い致しま

す。 
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畦畔や農道に散布した除草剤が、刈取り前の稲に付着して枯れたものです 



平成３０年度農地パトロールを終えて  

飯豊町農業委員会 土地副部会長 鈴木 寛幸 

飯豊町農業委員会では、毎年、農地法第 30条に基づ

き町内全域の農地の利用状況について、調査を行なっ

ております。今年度は、8月 1日に農業委員、農地利用

最適化推進委員、事務局職員で農地パトロールを実施

しました。調査内容は、①地域の農地利用の確認、②

遊休農地の実態把握と発生防止、③違反転用の発生防

止、早期発見の 3点を重点的に行いました。 

農地法で届け出のあった農地が届け出通り利用され

ているか。農地転用や農地改良の許可を受けた農地の

進捗状況の確認。前年に把握した遊休農地や利用意向

調査の対象となった農地の利用状況調査と新たに遊休

化した農地がないか確認いたしました。 

今回の利用状況調査の結果では、農地の維持管理（耕起・草刈等）が行われ、遊休農地解消に取り組ま

れた農地が数多く見受けられました。しかし、残念ながら昨年意向調査の対象となった農地が、手入れさ

れず遊休化のままで確認されているのもありました。 

農地は食料自給を支える大切な資源です。手入れをしない農地は、雑草の繁茂となり、病害虫の発生原

因となり、近隣の農地や地域住民に大きな迷惑となる可能性があります。所有者、耕作者の方は、農地が

荒れないように適正な管理をお願いいたします。 

遊休農地化する前の対策が重要と考えますので、相続、転出、高齢化などで耕作ができなくなった場合

は、荒廃する前に、農業委員会事務局、農業委員、農地利用最適化推進委員にご相談ください。 
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固定資産税が半額に  
農業委員会を通じてこれまで農地の賃貸借をされていた方も、農地中間管理機構（やまがた農業支

援センター）を活用下さい。 

自作地 10aを残して全て農地中間管理機構を通して農地の賃貸を行うと、貸付期間に応じて固定資

産税が 3年から 5年間半額になります。 

賃借料は、やまがた農業支援センターが責任を持ってお支払いします。 

農地を貸すと協力金が交付  

農地中間管理機構に農地を貸付けると各種交付金が交付されます。これから貸付ける方への協力金

の交付は、平成 31年度の事業となり、平成 32年 3月頃となります。 

① 経営転換協力金   

農業をリタイヤまたは、水稲をやめて野菜等だけの経営転換された方に交付されます。 

② 耕作者集積協力金  

貸付ける農地が面的に接続する２筆以上の農地や耕作者の農地に隣接する場合交付されます。 

③ 地域集積協力金 
 地域の話合いで、まとまった農地を貸付けると貸付けた農地の割合で協力金が交付されます。 

   詳しくは、農業委員会へ問い合わせください。  TEL:0238-87-0524 



 

 

 

 

 

SDGsとは 

 SDGs とは、2015 年 9 月の国連サミットで採択され

た持続可能な開発目標（Sustainable Development 

Goals）です。国連加盟国 193か国が 2030年までに達

成する目標として掲げたもので、持続可能な世界を実

現させるための 17のゴール（目標）と 169 のターゲ

ットから構成されています。世界の誰一人として取り

残さないことを誓い、すべての国が取り組む社会目標

です。 

 飯豊町では、今年度「SDGs 未来都市」の認定を受

け、多様な主体と連携しながら、地域資源を活用し、

「持続可能なまちづくり」を目指します。 

飯豊町が SDGs を取り組むにあたって大切にしてい

ることは、これまでのまちづくりの考えに立ち返り、地域として持続可能なまちづくりを目指すこと

です。 

SDGs を身近に感じていただくために「農委広報いいで」にも、関係する目標を関連付けて表示し

ています。 

 

 

 

 

白菜の袋漬け 

【材料】   【作り方】 

 

白菜 

大根 

にんじん 

しょうが（大） 

大根葉 

しその実（塩漬け） 

塩 

2kg 

300g 

500g 

1 ヶ 

1 株分 

適量 

75～80g 

（3～4cm ざく切り） 

（1cm 巾たんざく切） 

（   〃   ） 

（スライス又は千切） 

（1cm に切り、塩を 

小さじ 1/2 で塩もみ） 

（40～60 分塩出し、 
途中で水交換する） 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

白菜、しょうが、塩を袋に入れて混ぜ合わせる。 

にんじん、大根を入れ混ぜ合わせる。 

大根葉は塩もみした後、しぼり汁は捨てる。 

しその実は塩分を調整したものを使用 

③、④を袋に入れ全体を混ぜ合わせる。 

袋の中の空気を抜いて、袋の口を縛る。 

半日もしくは 1 日置くと食べられるようになる。 

お好みで味の素を入れるとまろやかになります。 

出来上がったら袋の空気を抜いて一晩置いたら完成 ※ 塩昆布又は切昆布を入れて食べても OK です。 

りんごと大根のピクルス 

【材料】   【作り方】 

 

 

大根 

りんご 

干しぶどう 

缶詰パイナップル 

にんじん 

かんたん酢 

500g 

2 ヶ 

1 袋 

1 缶 

適量 

（スライサーで輪切） 

（1/4 カット扇型薄切し、 

塩水にくぐらせる） 

（できればカットの物） 

（花形の薄切 10～15 枚） 

① 

② 

③ 

 

④ 
 

⑤ 

大根、りんご、にんじんを薄切りにカットする。 

漬物袋又はビニールの大袋に①を入れる。 

かんたん酢、好みでパイン缶や干しぶどう 

を②に入れ、混ぜ合わせて 15 分程度おく。 

好みでみかんやキｭウイを入れると彩が 
よくなります。（食べる直前に混ぜ合わせる） 

混ぜ合わせて、袋の空気を抜いて 30 分ぐらいで完成 80～100cc 

 

    

持続可能なまちの実現に向けて 
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経営移譲して農業者年金を受給している皆様へ 

 経営移譲して農業者年金を受給している場合は、農業の所得を得ることはできませんし、所得の

名義は経営移譲した者の所得になります。また、年金を受給してから１０年間は農地の売却や転用

はできませんので、注意ください。年金停止になる場合があります。 

 

 

区

分 

必要な条件 

60 歳未満で２０年以上納付できること 

下記の区分１～5 のいづれかに該当のこと 

国庫補助額 農業者年金に加入するには・・・・・・ 
① 国民年金の第１号被保険者のこと 

② 年間６０日以上農業に従事すること 

③ 60 歳未満であること 

税制面で大きな優遇措置があります 
支払った保険料は全額社会保険料控除対象とな

ります。 

月々の保険料を大きくすることで将来の
支給額を増やせます。 

年金の保険料は 2 万円～6 万 7 千円まで加入者が

自由に選択できます。 

 

３５歳未満 ３５歳以上 

1 認定農業者で青色申告者 10,000 円（5 割） 6,000 円（3 割） 

2 認定就農者で青色申告者 10,000 円（5 割） 6,000 円（3 割） 

3 
区分 1または 2の者と家族経営協定を締結し

経営に参画している配偶者または後継者 10,000 円（5 割） 6,000 円（3 割） 

4 
認定農業者または青色申告者のいずれか一

方を満たす者で、3 年以内に両方を満たすこ

とを約束した者 

6,000 円（3 割） 4,000 円（2 割） 

5 
35 歳まで（25 歳未満の場合は 10 年以内）に

区分 1 の者になることを約束した後継者 6,000 円（3 割） － 

農地法許可申請締切日（農地に関する申請） 

【総会開催予定】 

許可申請締切日 総会開催日 

1 月 10 日 (木) 25 日 (金) 

2 月 12 日 (火) 25 日 (月) 

3 月 11 日 (月) 25 日 (月) 

4 月 10 日 (水) 25 日 (木) 

5 月 10 日 (金) 24 日 (金) 

6 月 10 日 (月) 25 日 (火) 

7 月 10 日 (水) 25 日 (木) 

※各種許可申請等は、上記の締切日までご提出下さい。 

国民年金に加入している 
農業者のみなさまへ 

一定の要件を満たせば、保険料  

（２万円）の一部を国が負担してく

れるので、加入者自身が納める額を

少なくできます。 

 

【
編
集
後
記
】 

昨
年
は
、
雪
解
け
を
待
ち
わ
び
、
好
天
に
恵
ま

れ
幸
先
良
い
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
七
月
か
ら
の

異
常
気
象
の
影
響
で
作
物
の
減
収
が
見
ら
れ
、
直

接
経
営
に
響
く
年
に
な
り
ま
し
た
。
収
穫
を
感
謝

す
る
と
同
時
に
、
気
象
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
以
前
は
、
農
家
の
景

気
で
商
工
業
に
影
響
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
技
術
開
発
や
販

売
力
強
化
等
、
共
に
生
き
て
行
く
時
代
に
な
っ
て

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

今
年
も
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
見
直
し
で
、
持

続
可
能
な
農
業
環
境
を
作
る
よ
う
、
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
一
同
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

平
成
最
後
の
新
年
号
発
刊
に
あ
た
り
、
皆
様
の

健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
い
た
し
ま
す 

広
報
委
員
長 

髙
橋 

幸
子 

 

農業者の公的代表機関である農業委員会系統組織が 

発行する農業総合専門新聞です。 

全国の情報がわかりやすいよう解説的にまとめられています。また、

多くの読者のみなさまに満足して頂けるよう家族全員で楽しめる記事

も充実しています。さらに、全国 47 都道府県にある支局の県版・地

方版の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や地域独自のイ

ベント情報などが提供されています 

発行日：毎週金曜日 

購読料：月７００円（送料、税込） 

申込みは飯豊町農業委員会まで  TEL：0238-87-0524 
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